継続的専門能力開発(CPD)実績記録
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登録番号：　　　　　　　　　　　　  　　
＊以下の１、２－①又は２－②のいずれかの継続的専門能力開発(CPD)実績について記述し、提出すること。
	１．規格の開発・作成に関する活動実績（１件以上）

	・以下の活動実績のいずれかに8か月以上の活動実績について活動主体責任者などから証明を受けるか（RCES SER-01の第10項④を参照）、活動主体からの委嘱状（又はそれに類する書類で活動期間を示すもの）のコピーを添付し提出すること。（１件以上）。活動主体責任者からの証明が難しい場合、その正当な事情及び経緯を示した書面を添付し、当センターが承認した場合、申請者本人の所属組織の上長の証明も可とする。
・「活動期間」の欄は、「活動内容」に記載した活動を継続中の場合、「終了年月」の欄に「継続中」と記入すること。
・「活動内容」の欄には、活動実績及びその活動における役割（委員、事務局など）を記載すること。

	活動実績
	a）国際規格開発活動、国家規格開発活動への従事（規格原案の作成・調整プロセスへの従事、規格開発プロジェクトや作業プログラムの管理・運営）
b）団体規格又は社内規格の開発（規格原案の作成・調整プロセスへの従事）
c）その他、a又はbと同等と認められる活動実績
注）複数の活動を同一の期間内に実施していた場合、それらの活動期間を足し合わせることはできない

	①
	活動期間
	活動内容

	
	開始年月
	終了年月
	活動実績の内容及び役割：

	
	
	
	

	
	活動実績の種類
（上表のa～cから選択して記入）
	

	
	
	

	②
	活動期間
	活動内容

	
	開始年月
	終了年月
	活動実績の内容及び役割：

	
	
	
	

	
	活動実績
（上表のa～cから選択して記入）
	

	
	
	

	③
	活動期間
	活動内容

	
	開始年月
	終了年月
	活動実績の内容及び役割：

	
	
	
	

	
	活動実績
（上表のa～cから選択して記入）
	

	
	
	

	（上記の活動内容で規格の開発・作成に参画したことを証明します）
所属・役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印（署名、捺印）
TEL：　　　　　　　　　　　　　　　e-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　
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継続的専門能力開発(CPD)実績記録
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登録番号：　　　　　　　　　　　　  　　
	２．規格・標準化に関する研修会等への参加を通じて習得した内容のレポート、又は規格・標準化に関する書籍等での自己学習を通じて習得した内容のレポート

	・セミナー、講演会への参加又は書籍等での自己学習の場合は、以下の欄に参加したセミナー・講演の名称及び開催日、又は参照した教材等の名称的及び実施日を記載し、自己学習の目的及び自己学習からの習得内容を800字程で記述する。
・自己学習レポートは、自らの力量を維持・向上するために実施した能力開発活動の結果として、力量の維持・向上が得られたことを第三者に実証するため、学習の“目的”と“習得内容”の記述が必要となる。
＊目的：どのような目的で能力開発に取り組んだかを簡潔に記述すること
＊習得内容：力量の維持・向上が得られたことを実証するために、学んだ知識、技術、知見等の内容を具体的に記述すること。学んだことをすべて網羅して記述する必要はなく、目的に照らして特に有効であった点に絞って記述すること。

	能力開発の活動
	２－①．規格・標準化に関する研修会等への参加

	
	セミナー、研修会、講演会等の名称
	主催者
	開催日

	
	①
	
	年　　月　　日

	
	②
	
	年　　月　　日

	
	２－②．自己学習等

	
	学習内容（使用した教材、書籍等の名称）
	実施日

	
	①
	　　年　　月　　日　　～　　年　　月　　日

	
	②
	　　年　　月　　日　　～　　年　　月　　日

	自己学習の目的及び習得内容
	専門能力開発の方法（上表から自己学習の方法選択し右余白に記入する。例えば“２－①”）
	

	
	（学習の目的）

	
	（習得内容）


必要により行追加可、2ページになっても可
